


あいさつ

　古くから、琉球の島々では、独自の調べに琉球のことばを乗せて歌われる伝統音楽が身
近なものとして楽しまれていました。かつて、こどもたちも、琉球独自の節回しとことば
で日常の暮らし等を歌ったわらべ歌を日々口ずさんでいましたが、現在では、環境の変化
により、そういったわらべ歌の存在が知られていません。
　日常の生活の中で歌われることがなくなってしまった琉球独自のわらべ歌は、伝統的な
音楽様式や言語をとどめているのみならず、かつてのこどもたちの世界を伝えてくれる意
味でも貴重な資料となっています。
　沖縄市教育委員会ではこうしたわらべ歌を記録し、保存するため、市内の明治３０年代
から昭和初期生まれの高齢者をたずねて、こどもの頃に歌った歌を思い出し、実際に歌っ
てもらう調査を１９８８年から実施しています。本書はそのなかから、沖縄市宮里・古謝・
大里・高原地域での調査の成果を取り上げて「東部のわらべ歌」としてまとめたものです。
　本書が現代のこどもたち、またこどもたちを育てるおとなたちにとって、郷土の伝統文
化を深く知り、親しむ手がかりとなれば幸いです。
　本書の作成にあたり、調査にご協力いただいた歌唱者はじめ地域の方々、調査と執筆に
当たられた比嘉悦子先生に厚く御礼申し上げます。

　
　　令和４（２０２２）年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄市教育委員会

教育長　比嘉　良憲
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はじめに

Ⅰ　「東部のわらべ歌」について
（１）�「東部のわらべ歌」は沖縄市宮

みやざと

里、古
こじ ゃ

謝、大
おおざと

里、高
たかはら

原で採集されたわらべ歌の中か
ら代表的な歌を 30 曲選んで掲載しました。

（２）�歌の選定においては、四地域のバランスを考慮しつつ、旋律のより確実な歌、そし
て多くの人々、特に次代を担うこどもたちに歌い継いでほしい歌を優先して選択し
てあります。

（３）�同じ歌でも、地域によって旋律が多少変化して歌われる歌があり、その場合は、地
域の特徴を出すために別曲として独立して掲載しました。

（４）�歌唱者については、巻末の「宮里・古謝・大里・高原のわらべ歌調査月日別成果表」
に歌唱者名を掲載してありますので、参考にしてください。

Ⅱ　調査について
（１）�沖縄市のわらべ歌調査は 1988 年に開始しました。
（２）�調査は宮里で 6回、古謝で 3回、大里で 1回、高原で 1回行ないました。また、

高原での民話調査の際にわらべ歌 1曲が採集されたため、巻末の成果表に調査日と
して含めています。

（３）�採集歌は宮里で 79 歌、古謝で 31 歌、大里で 10 歌、高原で 21 歌の計 141 歌が
採集されました。なお、採集された歌数にはわらべ歌だけではなく、唱え言葉 2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歌、小学校で覚えた唱歌 2歌、新築祝いなど祝い歌 3歌、綱引きやエイサー、ウ
スデークなどの年中行事の際に歌われる歌 20 歌、その他の民俗歌謡 20 歌が含ま
れています。歌唱を曲とせず、歌として数えたのは、旋律のない唱えや、歌詞のみ
の歌も採集歌として数えたためです。

Ⅲ　調査および編集担当
　調査　　　　比嘉悦子、宮城昭美、幸喜和子、柴田光子、野原早苗、比嘉幸子、天児豊、
　　　　　　　當山裕貴子、北原真理、宮城利旭、山城綾子
　採譜　　　　比嘉悦子
　資料整理　　宮城昭美、八田夕香
　編集　　　　比嘉悦子、八田夕香
　イラスト　　八田夕香
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凡例

Ⅰ　歌詞と表記について
（１）�掲載されたわらべ歌は、子守り歌、あやし歌、まりつき歌、遊び歌、動物・虫の歌、

自然・天体の歌、からかい歌、歳時の歌、その他に分類した。
（２）�表題は歌いだしの句をとってつけたものが多いが、動物・虫の歌と「㉗節日歌（宮

里）」は歌われる内容に添って編集者が表題をつけた。
（３）�歌詞は漢字仮名まじり文で表記し、漢字には歌唱者のなまり音のままルビをふった。

漢字が当てられる箇所には漢字を用いたが、無理な当て字は避けた。
（４）�はやし言葉、擬音についてのみカタカナで記した。
（５）�歌詞の表記の中で、のばして歌う箇所は、長短の区別はせずに長音記号「ー」（引音）

で示した。

Ⅱ　楽譜について
（１）�楽譜は五線譜を基本としたが、沖縄独特な音程や歌唱法を表現するために特殊な記

号を追加して用いた。

（２）�採譜は採録時の歌唱者の歌をできる限り忠実な形で再現できるように配慮したが、
調律は一般の人々、特にこどもたちの歌いやすい高さにあわせて作譜した。

（３）�民謡調査においては、歌唱者から歌にまつわるさまざまな生活状況を聞き取りなが
ら歌を録音していくが、時には歌唱者が突然歌い出したり、歌の途中で中断し、次
に続く歌詞を思い起こしてまた歌い出すこともしばしばあった。そのような歌は、
他の類似曲を検討の上、採譜者によって加筆し、補足した。

（４）�楽譜につけられたメトロノーム表記は、採録時の歌唱により近い速度を示したもの
である。歌唱者のほとんどが高齢者であるため、こども時代に歌われた歌が必ずし
もその速度であったかどうかは断定できない。歌を再現する時は、楽譜に記された
速度にとらわれないでもよいと思う。

（５）�調合に（♭）とある（　）のつけられたフラットは、実際はその曲に出てこない音
につけられるものであるが、基音を求めるめやすとして表記した。

例）　・　　　の表記は音程の定まらない唱えや掛け声をあらわす。
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